


①
伎
楽
面
　
迦か

楼る

羅ら

　
京
都
国
立
博
物
館

　
伎
楽
は
、推
古
天
皇
二
十
年（
六
一
二
）に

朝
鮮
半
島
の
百
済
か
ら
伝
わ
り
、飛
鳥
時
代

か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
奈
良
の
大
寺
で
盛

ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。法
隆
寺
に
伝
来
し
た

仮
面（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）が
最
も
古

く
、東
大
寺
と
正
倉
院
に
は
大
仏
開
眼
供
養

会
で
使
わ
れ
た
仮
面
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
仮
面
は
裏
に「
綱
封
蔵
　
花
厳
」と
墨

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。綱
封
蔵
は
東
大
寺
の
蔵

で
あ
る
正
倉
院
の
南
倉
の
こ
と
、花
厳
は
東

大
寺
で
行
な
わ
れ
た
華
厳
会
の
こ
と
で
す
。つ

ま
り
こ
の
仮
面
は
東
大
寺
に
あ
っ
た
も
の
と

わ
か
り
ま
す
。

行
道
面
　
十
二
天
の
う
ち
②
自じ

在ざ
い

天て
ん・③

帝た
い

釈し
ゃ
く

天て
ん・④
火か

天て
ん・⑤
日に
っ

天て
ん・⑥
梵ぼ
ん

天て
ん・⑦
風ふ
う

天て
ん・

⑧
多た

聞も
ん

天て
ん

　
京
都
国
立
博
物
館

行
道
面
　
八
部
衆
の
う
ち
⑨
迦
楼
羅
・⑩
阿あ

修し
ゅ

羅ら

　
十
二
天
面
の
裏
に「
応
徳
三
年
十
月
廿
日

御
塔
供
養
修
理
」「
建
武
元
年
九
月
廿
四
日

東
寺
塔
供
養
時
修
理
之
」と
墨
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。応
徳
三
年（
一
〇
八
六
）と
建
武
元
年

（
一
三
三
四
）に
行
な
わ
れ
た
東
寺
の
塔
供
養

法
会
の
際
に
修
理
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。制
作
は
十
世
紀
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
八
部
衆
の
面
に
は
銘
文
が
あ
り
ま
せ
ん
。

十
二
天
面
と
は
作
風
が
異
な
り
、写
実
的
で

表
情
に
迫
力
が
あ
る
こ
と
か
ら
、鎌
倉
時
代

の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。建
武
元
年
の
法
会

に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　
塔
供
養
会
の
時
に
、阿
闍
梨
が
乗
っ
た
輿

を
八
部
衆
面
を
着
け
た
人
々
が
担
ぎ
、そ
の

左
右
に
各
六
人
ず
つ
十
二
天
面
を
着
け
た
人

が
随
っ
た
と
記
録
に
見
え
ま
す
。

⑬
行
道
面
　
王お

う

舞ま
い

　
滋
賀・久く

留る

美み

神
社

⑭
行
道
面
　
師し

子し

口く
ち

取と
り

　
京
都・東
寺

【
伎
楽
面
】  

ぎ
が
く
め
ん

【
行
道
面
】  

ぎ
�
う
ど
う
め
ん

【
能
面
】 

の
う
め
ん

⑮
行
道
面
　
師し

子し

子こ

　
京
都・東
寺

　
こ
れ
ら
の
仮
面
は
、行
列
の
先
頭
に
立
っ
て

道
を
清
め
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
王
舞
は
天
孫
降
臨
の
時
の
先
導
者
で
あ
る

猿
田
彦
の
顔
を
写
し
た
も
の
で
、鼻
が
高
く

赤
い
顔
を
し
て
い
ま
す
。応
永
十
五
年

（
一
四
〇
八
）栗
見
本
庄（
現
在
の
彦
根
市
本

庄
町
周
辺
）の
十
禅
師
社（
久
留
美
神
社
の

旧
名
）に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
師
子
口
取
は
師
子（
獅
子
）の
手
綱
を
取

り
、師
子
子
は
、団
扇
を
持
っ
て
蠅
を
払
う
子

ど
も
で
す
。獅
子
頭
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
、

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。東
寺
所
蔵
の
こ
の
面
は
、

建
武
元
年
の
塔
供
養
会
の
た
め
に
作
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑯
行
道
面
　
多
聞
天

　
多
聞
天
の
仮
面
は
ふ
つ
う
冠
と
頭
髪
を
彫

刻
し
ま
す
が
、こ
の
面
は
髪
を
黒
漆
で
描
い
て

い
ま
す
。肉
付
き
が
豊
か
で
写
実
的
な
作
で

す
。裏
に「
多
聞
天
／
正
中
元
十
二
月
日
／
別

当
法
印
／
院
通
／
施
入
之
／
東
方
」と
墨
書

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
と
よ
く
似
た
銘
文
の
持

国
天
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
か
ら
、

持
国
天
と
多
聞
天
あ
る
い
は
四
天
王
の
揃
い

で
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。正
中
元
年

（
一
三
二
四
）の
作
。

⑰
行
道
面
　
毘
沙
門
天
　
京
都・丹
後
国
分

寺⑱
行
道
面
　
鬼
　
京
都・丹
後
国
分
寺

⑲
行
道
面
　
伝
宣せ

ん

基き

上
し
ょ
う

人に
ん

　
京
都・丹
後
国

分
寺

　
丹
後
国
分
寺（
宮
津
市
）に
伝
来
し
た
仮

面
で
す
。同
寺
に
は
伝
説
が
あ
り
、嘉
暦
三
年

（
一
三
二
八
）の
歳
の
暮
れ
に
老
夫
婦
が
宣
基

上
人
の
も
と
を
訪
れ
、仏
道
を
修
め
た
い
と

申
し
出
て
、寺
の
雑
事
を
手
伝
い
ま
し
た
。あ

る
夜
、上
人
は
外
泊
す
る
予
定
で
し
た
が
用

件
が
済
ん
だ
の
で
寺
に
戻
る
と
、酔
っ
て
寝
て

い
た
夫
婦
は
異
形
を
現
し
て
い
ま
し
た
。翌

朝
、上
人
が
慰
留
し
て
も
夫
婦
は
自
ら
の
顔

を
刻
ん
だ
仮
面
を
残
し
て
去
っ
て
行
っ
た
、と

い
う
話
で
す
。鬼
面
が
嘉
暦
ま
で
遡
る
か
微

妙
な
と
こ
ろ
で
す
が
、愛
嬌
の
あ
る
顔
が
伝

説
の
老
夫
婦
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
毘
沙
門
天
の
面
は
裏
に「
金
光
明
寺
／
修

正
□
□
」と
墨
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。鬼
を
追

い
出
す
役
の
面
と
し
て
修し

ゅ

正
し
ょ
う

会え

で
用
い
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
。完
成
度
の
高
い
造
形
で
、鎌

倉
時
代
前
半
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
写
真

は
表
紙
）

　⑳
行
道
面
　
菩
薩
　
兵
庫・桑
野
本
区

㉑
行
道
面
　
菩
薩
　
京
都・光
明
寺

㉒
行
道
面
　
菩
薩
　
京
都・十
輪
寺

　
菩
薩
の
面
は
種
々
の
供
養
会
で
登
場
す
る

菩
薩
に
用
い
る
場
合
と
、阿
弥
陀
如
来
と

二
十
五
菩
薩
が
来
迎
す
る
様
子
を
表
し
た
来ら

い

迎ご
う

会え

で
用
い
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。来
迎

会
は
今
も
京
都
・
即そ

く

成じ
ょ
う

院い
ん

、奈
良
・
當た

麻ま

寺で
ら

な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
桑
野
本
区
の
仮
面
は
、目
、鼻
、口
が
小
さ

く
彫
り
が
浅
い
お
と
な
し
い
表
情
で
す
。平
安

時
代
後
期
の
典
型
的
な
作
例
で
す
。

　
光
明
寺
に
は
三
面
同
様
の
菩
薩
面
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。面
裏
に「
三
面
共
／
う
ん
け

い
作
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、平
安
時
代
末

期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
の
保
守
的
な
仏
師
の

作
で
す
。

　
十
輪
寺
の
仮
面
は
髪
の
に
ぎ
や
か
な
表
現

に
鎌
倉
時
代
の
特
色
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま

す
。眉
を
刳
り
抜
き
、口
を
か
す
か
に
開
い
て

い
ま
す
。

㉓
能
面
　
翁お

き
な

㉔
能
面
　
父ち
ち
の

尉じ
ょ
う

㉕
能
面
　
三さ
ん

番ば

叟そ
う

㉖
能
面
　
延え
ん

命め
い

冠か

者じ
ゃ

　
翁
の
舞
は
平
安
時
代
に
始
ま
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。「
翁
は
能
に
し
て
能
に
あ
ら
ず
」

と
言
わ
れ
、天
下
泰
平
・五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈

念
し
祝
う
、筋
書
き
の
な
い
舞
で
す
。寺
院
の

修し
ゅ

二に

会え
（
東
大
寺
の
お
水
取
り
な
ど
）の
際
に

行
な
わ
れ
、古
く
は
翁
、父
尉
、三
番
叟
、延

命
冠
者
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
登
場
し
ま
し
た
が
、

翁
、千せ

ん

歳ざ
い（

仮
面
を
着
け
な
い
で
舞
う
）、三
番

叟
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
延
命
冠
者
を
除
く
三
者
は
上
顎
と
下
顎

を
切
り
離
し
て
紐
で
繋
い
で
い
る
の
で
舞
う

と
口
が
動
き
ま
す
。こ
う
し
た
技
法
は
舞
楽

面
に
通
じ
ま
す
。

㉗
能
面
　
猿さ

る

癋べ
し

見み

　
癋
見
と
は
口
を
へ
の
字
に
閉
め
る
表
情
を

言
い
ま
す
。こ
の
面
は
銘
文
に
よ
り
、現
在
の

熊
本
県
八
代
の
住
人
で
あ
る
幸
重
が
文
明
七

年（
一四
七
五
）に
般
若
寺
山
王
宮
へ
寄
進
し

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。霧
島
連
峰
に
囲
ま

れ
た
現
在
の
鹿
児
島
県
湧
水
町
に
あ
る
般

若
寺
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。日
吉
神
は

山
王
権
現
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。猿
は
日
吉
神

の
使
い
な
の
で
、こ
の
面
を
奉
納
し
た
の
で

し
ょ
う
。

㉘
能
面
　
小こ

面お
も
て

　
国（
文
化
庁
保
管
）

㉙
能
面
　
般は

ん

若に
ゃ

　
国（
文
化
庁
保
管
）

　
小
面
は
若
い
女
性
の
役
に
用
い
る
面
。こ

の
面
は
下
膨
れ
で
顎
が
少
し
角
張
っ
て
い
ま

す
。瞳
の
孔
が
大
き
め
で
四
角
の
底
辺
が
少
し

た
わ
む
の
で
明
る
い
表
情
に
見
え
ま
す
。

　
般
若
は
額
に
血
管
を
浮
彫
り
し
、下
顎
が

獣
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
ま
す
。蛇じ

ゃ

に
変
身
し

つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。角
、眼
、歯
に
鍍

金
し
た
銅
板
を
使
っ
て
い
ま
す
。角
は
金
泥
を

塗
る
の
が
普
通
で
す
が
、木
を
芯
に
し
て
銅
板

を
巻
い
て
い
る
点
が
こ
の
面
の
特
色
で
す
。
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で
写
実
的
な
作
で

す
。裏
に「
多
聞
天
／
正
中
元
十
二
月
日
／
別

当
法
印
／
院
通
／
施
入
之
／
東
方
」と
墨
書

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
と
よ
く
似
た
銘
文
の
持

国
天
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
か
ら
、

持
国
天
と
多
聞
天
あ
る
い
は
四
天
王
の
揃
い

で
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。正
中
元
年

（
一
三
二
四
）の
作
。

⑰
行
道
面
　
毘
沙
門
天
　
京
都・丹
後
国
分

寺⑱
行
道
面
　
鬼
　
京
都・丹
後
国
分
寺

⑲
行
道
面
　
伝
宣せ

ん

基き

上
し
ょ
う

人に
ん

　
京
都・丹
後
国

分
寺

　
丹
後
国
分
寺（
宮
津
市
）に
伝
来
し
た
仮

面
で
す
。同
寺
に
は
伝
説
が
あ
り
、嘉
暦
三
年

（
一
三
二
八
）の
歳
の
暮
れ
に
老
夫
婦
が
宣
基

上
人
の
も
と
を
訪
れ
、仏
道
を
修
め
た
い
と

申
し
出
て
、寺
の
雑
事
を
手
伝
い
ま
し
た
。あ

る
夜
、上
人
は
外
泊
す
る
予
定
で
し
た
が
用

件
が
済
ん
だ
の
で
寺
に
戻
る
と
、酔
っ
て
寝
て

い
た
夫
婦
は
異
形
を
現
し
て
い
ま
し
た
。翌

朝
、上
人
が
慰
留
し
て
も
夫
婦
は
自
ら
の
顔

を
刻
ん
だ
仮
面
を
残
し
て
去
っ
て
行
っ
た
、と

い
う
話
で
す
。鬼
面
が
嘉
暦
ま
で
遡
る
か
微

妙
な
と
こ
ろ
で
す
が
、愛
嬌
の
あ
る
顔
が
伝

説
の
老
夫
婦
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
毘
沙
門
天
の
面
は
裏
に「
金
光
明
寺
／
修

正
□
□
」と
墨
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。鬼
を
追

い
出
す
役
の
面
と
し
て
修し

ゅ

正
し
ょ
う

会え

で
用
い
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
。完
成
度
の
高
い
造
形
で
、鎌

倉
時
代
前
半
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
写
真

は
表
紙
）

　⑳
行
道
面
　
菩
薩
　
兵
庫・桑
野
本
区

㉑
行
道
面
　
菩
薩
　
京
都・光
明
寺

㉒
行
道
面
　
菩
薩
　
京
都・十
輪
寺

　
菩
薩
の
面
は
種
々
の
供
養
会
で
登
場
す
る

菩
薩
に
用
い
る
場
合
と
、阿
弥
陀
如
来
と

二
十
五
菩
薩
が
来
迎
す
る
様
子
を
表
し
た
来ら

い

迎ご
う

会え

で
用
い
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。来
迎

会
は
今
も
京
都
・
即そ

く

成じ
ょ
う

院い
ん

、奈
良
・
當た

麻ま

寺で
ら

な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
桑
野
本
区
の
仮
面
は
、目
、鼻
、口
が
小
さ

く
彫
り
が
浅
い
お
と
な
し
い
表
情
で
す
。平
安

時
代
後
期
の
典
型
的
な
作
例
で
す
。

　
光
明
寺
に
は
三
面
同
様
の
菩
薩
面
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。面
裏
に「
三
面
共
／
う
ん
け

い
作
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、平
安
時
代
末

期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
の
保
守
的
な
仏
師
の

作
で
す
。

　
十
輪
寺
の
仮
面
は
髪
の
に
ぎ
や
か
な
表
現

に
鎌
倉
時
代
の
特
色
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま

す
。眉
を
刳
り
抜
き
、口
を
か
す
か
に
開
い
て

い
ま
す
。

㉓
能
面
　
翁お

き
な

㉔
能
面
　
父ち
ち
の

尉じ
ょ
う

㉕
能
面
　
三さ
ん

番ば

叟そ
う

㉖
能
面
　
延え
ん

命め
い

冠か

者じ
ゃ

　
翁
の
舞
は
平
安
時
代
に
始
ま
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。「
翁
は
能
に
し
て
能
に
あ
ら
ず
」

と
言
わ
れ
、天
下
泰
平
・五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈

念
し
祝
う
、筋
書
き
の
な
い
舞
で
す
。寺
院
の

修し
ゅ

二に

会え
（
東
大
寺
の
お
水
取
り
な
ど
）の
際
に

行
な
わ
れ
、古
く
は
翁
、父
尉
、三
番
叟
、延

命
冠
者
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
登
場
し
ま
し
た
が
、

翁
、千せ

ん

歳ざ
い（

仮
面
を
着
け
な
い
で
舞
う
）、三
番

叟
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
延
命
冠
者
を
除
く
三
者
は
上
顎
と
下
顎

を
切
り
離
し
て
紐
で
繋
い
で
い
る
の
で
舞
う

と
口
が
動
き
ま
す
。こ
う
し
た
技
法
は
舞
楽

面
に
通
じ
ま
す
。

㉗
能
面
　
猿さ

る

癋べ
し

見み

　
癋
見
と
は
口
を
へ
の
字
に
閉
め
る
表
情
を

言
い
ま
す
。こ
の
面
は
銘
文
に
よ
り
、現
在
の

熊
本
県
八
代
の
住
人
で
あ
る
幸
重
が
文
明
七

年（
一四
七
五
）に
般
若
寺
山
王
宮
へ
寄
進
し

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。霧
島
連
峰
に
囲
ま

れ
た
現
在
の
鹿
児
島
県
湧
水
町
に
あ
る
般

若
寺
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。日
吉
神
は

山
王
権
現
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。猿
は
日
吉
神

の
使
い
な
の
で
、こ
の
面
を
奉
納
し
た
の
で

し
ょ
う
。

㉘
能
面
　
小こ

面お
も
て

　
国（
文
化
庁
保
管
）

㉙
能
面
　
般は

ん

若に
ゃ

　
国（
文
化
庁
保
管
）

　
小
面
は
若
い
女
性
の
役
に
用
い
る
面
。こ

の
面
は
下
膨
れ
で
顎
が
少
し
角
張
っ
て
い
ま

す
。瞳
の
孔
が
大
き
め
で
四
角
の
底
辺
が
少
し

た
わ
む
の
で
明
る
い
表
情
に
見
え
ま
す
。

　
般
若
は
額
に
血
管
を
浮
彫
り
し
、下
顎
が

獣
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
ま
す
。蛇じ

ゃ

に
変
身
し

つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。角
、眼
、歯
に
鍍

金
し
た
銅
板
を
使
っ
て
い
ま
す
。角
は
金
泥
を

塗
る
の
が
普
通
で
す
が
、木
を
芯
に
し
て
銅
板

を
巻
い
て
い
る
点
が
こ
の
面
の
特
色
で
す
。

①③⑤⑦

⑬ ⑨

⑩

⑯㉒

⑲㉑

⑳ ⑱

⑱

㉓

㉙

㉖㉘

㉗ ㉕

㉔

⑭

⑮
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特
集
陳
列  

日
本
の
仮
面
人
と
神
仏
、鬼
の
多
彩
な
表
情

No. 
指
定 

名
称 

員
数 

時
代
・
世
紀 

所
蔵

1 
 

伎
楽
面
　
迦
楼
羅
　
東
大
寺
伝
来 

1
面 

奈
良
時
代
　

8
世
紀 

京
都
国
立
博
物
館

2 

重
文 

行
道
面
　
自
在
天
　
東
寺
伝
来 

1
面 

平
安
時
代
　
10
世
紀 

京
都
国
立
博
物
館

3 

重
文 

行
道
面
　
帝
釈
天
　
東
寺
伝
来 

1
面 

平
安
時
代
　
10
世
紀 

京
都
国
立
博
物
館

4 

重
文 

行
道
面
　
火
天
　
東
寺
伝
来 

1
面 

平
安
時
代
　
10
世
紀 

京
都
国
立
博
物
館

5 

重
文 

行
道
面
　
日
天
　
東
寺
伝
来 

1
面 

平
安
時
代
　
10
世
紀 

京
都
国
立
博
物
館

6 

重
文 

行
道
面
　
梵
天
　
東
寺
伝
来 

1
面 

平
安
時
代
　
10
世
紀 

京
都
国
立
博
物
館

7 

重
文 

行
道
面
　
風
天
　
東
寺
伝
来 

1
面 

平
安
時
代
　
10
世
紀 

京
都
国
立
博
物
館

8 

重
文 

行
道
面
　
十
二
天
　
多
聞
天
　
東
寺
伝
来 

1
面 

平
安
時
代
　
10
世
紀 

京
都
国
立
博
物
館

9 

重
文 

行
道
面
　
八
部
衆
　
迦
楼
羅 

1
面 

鎌
倉
時
代
　
14
世
紀 

京
都
・
東
寺

10 

重
文 

行
道
面
　
八
部
衆
　
阿
修
羅 
1
面 

鎌
倉
時
代
　
14
世
紀 

京
都
・
東
寺

11 
 

行
道
面
　
八
部
衆
　
乾
闥
婆
　
東
寺
伝
来 
1
面 

鎌
倉
時
代
　
14
世
紀 

12 
 

行
道
面
　
天
　
東
寺
伝
来 

1
面 

鎌
倉
時
代
　
14
世
紀 

13 
 

行
道
面
　
王
舞 

1
面 
室
町
時
代
　
応
永
15
年
（
1
4
0
8
） 

滋
賀
・
久
留
美
神
社

14 

重
文 

行
道
面
　
師
子
口
取 

1
面 

鎌
倉
時
代
　
14
世
紀 

京
都
・
東
寺

15 

重
文 

行
道
面
　
師
子
子 

1
面 

鎌
倉
時
代
　
14
世
紀 

京
都
・
東
寺

16 
 

行
道
面
　
多
聞
天 

1
面 

鎌
倉
時
代
　
正
中
元
年
（
1
3
2
4
） 

17 
 

行
道
面
　
毘
沙
門
天 

1
面 

鎌
倉
時
代
　
13
世
紀 

京
都
・
国
分
寺

18 
 

行
道
面
　
鬼 

2
面 

鎌
倉
〜
南
北
朝
時
代
　
14
世
紀 

京
都
・
国
分
寺

19 
 

行
道
面
　
伝
宣
基
上
人 

1
面 

鎌
倉
〜
南
北
朝
時
代
　
14
世
紀 

京
都
・
国
分
寺

20 
 

行
道
面
　
菩
薩 

1
面 

平
安
時
代
　
12
世
紀 

兵
庫
・
桑
野
本
区

21 
 

行
道
面
　
菩
薩 

1
面 

平
安
〜
鎌
倉
時
代
　
12
世
紀 
京
都
・
光
明
寺

22 
 

行
道
面
　
菩
薩 

1
面 

鎌
倉
時
代
　
13
世
紀 
京
都
・
十
輪
寺

23 
 

能
面
　
翁 

1
面 

室
町
時
代
　
15
世
紀 

24 
 

能
面
　
父
尉 

1
面 

室
町
時
代
　
15
世
紀 

25 
 

能
面
　
三
番
叟 

1
面 

南
北
朝
〜
室
町
時
代
　
14
〜
15
世
紀 

26 
 

能
面
　
延
命
冠
者 

1
面 

室
町
〜
桃
山
時
代
　
16
世
紀 

27 
 

能
面
　
猿
癋
見 

1
面 

室
町
時
代
　
文
明
7
年
（
1
4
7
5
） 

28 
 

能
面
　
小
面
　
前
熊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

1
面 

江
戸
時
代
　
17
世
紀 

国
（
文
化
庁
保
管
）

29 
 

能
面
　
般
若
　
前
熊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

1
面 

江
戸
時
代
　
17
世
紀 

国
（
文
化
庁
保
管
）

30 
 

狂
言
面
　
毘
沙
門 

1
面 

室
町
時
代
　
16
世
紀 

京
都
・
浦
嶋
神
社

31 
 

狂
言
面
　
祖
父 

1
面 

室
町
時
代
　
16
世
紀 

京
都
・
浦
嶋
神
社

32 
 

狂
言
面
　
う
そ
ぶ
き 

1
面 

室
町
時
代
　
16
世
紀 

京
都
・
浦
嶋
神
社

33 
 

老
翁
面 

1
面 

室
町
時
代
　
15
〜
16
世
紀 

34 
 

老
翁
面 

1
面 

室
町
時
代
　
永
禄
4
年
（
1
5
6
1
） 

滋
賀
・
長
浜
八
幡
宮

京
都
国
立
博
物
館 

東
山
七
条

K
Y
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T
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A
T
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N

A
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U

S
E

U
M

出
陳
一
覧
　
※
展
示
作
品
及
び
展
示
期
間
は
、都
合
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
二
月
二
日
の
節
分
に
は
鬼
の
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
人
に
向
け
て「
鬼
は
外
」と
豆
ま
き
を
し
ま
す
ね
。こ
の
行
事
は
、追つ

い

儺な

会え

と
言
っ
て
、飛
鳥
時

代
に
唐（
中
国
）か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。神
社
や
寺
の
中
に
は
中
世
の
鬼
の
面
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
祭
り
の
出
店
で
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ー
ロ
ー
、ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
仮
面
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
着
け
て
ヒ
ー
ロ
ー
に
変
身
し
、遊
ん

だ
記
憶
は
み
な
さ
ん
に
も
あ
る
で
し
ょ
う
。昔
か
ら
、世
界
各
地
で
作
ら
れ
た
仮
面
も
神
々
や
精
霊
な
ど
に
変
身
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
社
寺
に
伝
来
し
た
仮
面
の
多
く
は
、法
要
の
時
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
す
。仏
前
で
奉
納
さ
れ
る
伎ぎ

楽
が
く
・
舞ぶ

楽
が
く

は
仮
面
を
着
け
、音
楽
に
合
わ
せ

て
舞
う
劇
で
す
。ま
た
、高
僧
あ
る
い
は
舎
利
な
ど
を
載
せ
た
輿
こ
し

を
担
ぐ
人
、そ
れ
に
付
き
随
う
人
々
も
仮
面
を
着
け
て
練
り
歩
い
て
、仏
事
に
華

や
か
さ
を
加
え
ま
し
た
。室
町
時
代
の
初
め
に
世せ

阿あ

弥み

に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
能
・
狂
言
は
仏
事
に
起
源
が
あ
る
芸
能
で
、老
若
男
女
、鬼
神
、動

物
な
ど
多
彩
な
面
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
は
世
界
で
も
指
折
り
の
仮
面
大
国
で
す
。そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
と
歴
史
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
0
1
5
年

 

6
月
9
日（火
）
―
7
月
20
日（
月・
祝
）

京
都
国
立
博
物
館 

平
成
知
新
館
　

特
別
展
示
室（
1
F―
2
）

㉜
狂
言
面
　
う
そ
ぶ
き
　
京
都・浦
嶋
神
社

　
丹
後
半
島
に
あ
る
浦
嶋
神
社
は
浦
島
太

郎
の
伝
説
が
あ
る
古
い
神
社
で
、『
延
喜
式
』

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
式
内
社
で
す
。型
に
は
ま

ら
な
い
独
特
の
表
情
で
、素
朴
で
す
が
滑
稽

な
表
情
を
見
る
と
、人
々
の
笑
い
が
聞
こ
え
て

来
そ
う
で
す
。

　
口
を
す
ぼ
め
た「
う
そ
ぶ
き
」は
狂
言
で
は

蚊
や
動
物
の
精
霊
の
役
に
用
い
ま
す
が
、奈
良

時
代
の
伎
楽
面
、平
安
時
代
の
舞
楽
面
に
も

あ
る
表
情
で
す
。

㉝
老
翁
面
　
長
浜
八
幡
宮

　
こ
の
仮
面
は
室
町
時
代
の
作
で
す
が
、能
・

狂
言
面
に
類
例
が
な
く
、田
楽
な
ど
他
の
民

間
芸
能
に
関
わ
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

裏
に
永
禄
四
年（
一
五
六
一
）の
銘
が
あ
り
ま

す
。茗
荷
の
よ
う
な
形
の
目
で
少
し
困
っ
た
よ

う
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。

触
っ
て
み
よ
う
!
日
本
の
仮
面

　
平
成
知
新
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、文
化
財
の
レ
プ

リ
カ
や
材
料
見
本
な
ど
を
揃
え
た「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

カ
ー
ト
」。特
集
陳
列「
日
本
の
仮
面
」の
開
催
に
あ
わ

せ
、彫
刻
の
カ
ー
ト
に
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
制
作
し
た

「
行
道
面
　
梵
天
」（
重
要
文
化
財
、京
都
国
立
博
物

館
）と「
行
道
面
　
王
舞
」（
滋
賀
・
久
留
美
神
社
）の
レ

プ
リ
カ
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。手
に
と
っ
て
細
部

を
見
る
な
ど
、展
示
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
狂
言
面
】  

き
�
う
げ
ん
め
ん

【
老
翁
面
】  

ろ
う
お
う
め
ん

◯「
日
本
の
仮
面
」関
連
土
曜
講
座

6
月
20
日（
土
）「
京
都
周
辺
の
古
面
」

講
師
＝
浅
見
龍
介（
京
都
国
立
博
物
館
上
席
研
究
員
）

会
場
＝
平
成
知
新
館
　
講
堂（
地
下
1
階
）

時
間
＝
午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
3
時

定
員
＝
2
0
0
名

聴
講
料
＝
無
料（
た
だ
し
、観
覧
券
が
必
要
で
す
）

当
日
12
時
よ
り
平
成
知
新
館
1
階
グ
ラ
ン
ド
ロ
ビ
ー
に

て
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。定
員
に
な
り
次
第
、整
理

券
配
布
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

京
都
市
東
山
区
茶
屋
町
5
2
7

T
E
L
0
7
5
│

5
2
5
│

2
4
7
3（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

http://w
w

w
.kyohaku.go.jp/
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